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研究開発の成果

令和３年度採択
『高耐食、高効率、低コストのボイラー管被膜を実現する飛行中粉末溶融型レーザークラッディング工法の開発』

大阪富士工業株式会社（兵庫県) 主たる技術：表面処理

発電所等で使⽤されるボイラー管は激しい腐⾷環境下で使⽤されるので、通常、表⾯に溶射被膜を施すが、耐久性
が１年〜２年しかない。１０年間メンテフリーの⾁盛り溶接法もあるが、厚膜で熱伝導性が低い、加工費が⾼額という
問題がある。本研究開発では、⾶⾏中粉末溶融型のレーザー技術と、レーザーの幅広化が可能な回折光学素子（Ｄ
ＯＥ）の技術を組み合わせ、⾼耐久、 薄膜、低加工費で、ボイラー管等に施工できる被膜の加工法を確立する。

下記の3項目を達成することにより、

⾼耐⾷、⾼効率、低コストのボイラー管被膜を実現した。

■粉末供給技術の開発
20×0.5㎜の粉末供給エリアに投入できる粉末供給技術と
ノズルを開発した。

■ビームプロファイル制御技術の開発
DOEを使⽤したレーザーのビームプロファイル制御技術を応⽤し、
円筒形状に対応した幅広の矩形ビームを開発した。

■開発したレーザークラッディング装置とその試作品の評価
⾶⾏中粉末溶融型レーザークラッディングシステムを構築し、
気孔の無い薄膜で希釈率10％以下のボイラー管被膜の形成を
可能にし、実ライン試験にて評価するに至った。
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【ボイラー管被膜】 【レーザークラッディングシステム】

【ボイラーパネル】

20㎜

【粉末供給技術】

200μm
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